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＜連絡事項＞

· 井上和美様４月２７日１０時から家族、院長と面談の予定です。

· 松尾優様10時30分お母様と共に退院されています。次回受診日は5月10日です。「あすもっこ」への意見書はお母様へ渡しました。

＜全体連絡会議＞

· 制服注文していた方は庶務室へ取りに行って下さい。

· 皮膚科診察は、野沢Ｄｒ体調不良の為今週休みとなります。来週は祝日の為2週間休みです。5月11日東病棟、5月18日北病棟となります。

· 西病棟にて患者様にスタッフが耳をかじられるという事故が起きました。

「患者様に爪切りを促した所、患者様が走って部屋まで行きました。それをスタッフは走って追い掛け、部屋で患者様とやりとりをした結果、患者様がスタッフを押し倒し耳をかじる」と言う事故です。→精神科の患者様の理解がされていない、スタッフの対応に問題があります。

· 歯科4月29日祝日の為4月27日となります。受診者は13名です。

· ＯＴより新聞紙余って居たら寄付して下さいとの事です。

· 事故が多くなっています。事故を起こさないように気を引き締めてプロ意識を持って仕事をして下さい。

· 夜間常備薬から夜間一時配置薬と名前変更となります。今後救急カートに箱に入った薬を各病棟に配置しています。（専用の処方箋が箱の中に入っているので、薬を使用した際はその処方箋を使って下さい。）薬品は11品目あります。

向精神薬とは

①抗精神病薬・・・主として鎮静作用及び抗幻覚妄想作用をもたらす薬物

例）レボトミン、コントミン、メレリル、ハロペリドール、セレネース、リントン、

ジブレキサ　、バチール等

＜副作用＞

アカシジア、急性ジスト二ア、パーキンソン症、鼻閉、口渇、便秘頻脈、流延

目のかすみ、起立性低血圧、アレルギー反応、悪性症候群、眠気、遅発性ジスキネジア

②抗うつ薬・・・抑うつ気分や精神運動抑制あるいは不安・焦燥の症状を改善する作用をもつ薬物

例）テトラミド、デプロメール等

＜副作用＞

　口渇、便秘、かすみ目、排尿困難

③抗不安薬・・・不安、緊張、焦燥などを緩和する作用がある薬物で、薬物によっては、抗不安作用、軽度の催眠作用、筋弛緩作用、抗痙攣作用があるものがある。

例）ジアゼパム、レキソタン、デパス等

＜副作用＞

　眠気、ふらつき、アレルギー反応

＜薬の副作用とそのの対処方法について＞

①便秘・・・排便が減ったり便が硬くなる人もいます。こうした事で困っている場合は、水分を充分にとる事、食物繊維を多く含む食品を摂取する事、腹部のマッサージを促していきます。あるいは、便秘を軽減するために追加の薬を服用する場合もあります。

②めまい・・・ベットやソファに横になっていて急に起き上がったり立ち上がったりすると、ひどくふらふらする事があります。めまいを防ぐには、ゆっくり起き上がることです。ベットに横になっているのならまず、ベットの縁に足を置いてゆっく起き上がり、しばらくしてから立ち上がりましょう。この副作用は通常、治療を続けながらでも時が経つにつれて改善します。

③眠気・・・薬を飲むと眠くなる事があるので、しっかりと目をさましていなければならないような活動を行なう前には、どのような影響があるのか知っておく必要があるかもしれません。スタッフより、内服薬服用の際には、事前に説明していきましょう。この副作用は通常一過性なので、服用を続けるにつれて眠気も次第に減少していきます。

④口渇・・・口を渇いた時は無糖で酸っぱいキャンディーをなめましょう。その他には、シュガーレス（無糖）ガムや水を少しずつ飲む、うがいをするという方法も効果的です。統合失調症の患者様は喉が渇くからと言って水分を多く摂取してしまい、水中毒になってしまう場合が多いです。観察していきましょう。

⑤じっとしていられない感じ・・・動き続けなければならないように感じたり、じっとしているのが困難な場合があります。このような副作用を「静坐不能（アカシジア）」と言います。他の薬の追加で対処できますので、この副作用出現時は必ず医師に報告して下さい。

⑥動作緩慢・・・この副作用がある人は筋肉のこわばりを感じている場合があります。手がふるえたり歩くのが遅くなったりもします。歩幅がきわめて狭くなったり、腕をあまり振れなくなることもあります。こうした症状を感じた　　　　　　　　時は、医師に伝えて下さい。医師は用量を調節したり、こうした副作用に対処する為に別の薬を追加処方したりする必要があります。自分で勝手に変更してはいけません。

⑦のろまになった感じ・・・この副作用を感じた時は医師知らせて下さい。

医師はこの副作用を軽減するために用量を調節したり、別の薬を追加処方する事を検討するでしょう。自分で勝手に変更してはいけません。

➇排尿困難・・・排尿したいのに完全に排尿しきれないことがあります。

１度に少量しか排尿できないので、いつもより頻繁に排尿したくなります。この障害ががあれば、できる限り早く医師へお知らせ下さい。
















